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新著の紹介

序 章 背景とリサーチ・クエスチョン
第１章 日本と諸外国におけるFD
第2章 日本におけるFD論
第3章 FDの構造モデル
第4章 FD研究の特徴と先行研究の整理
第5章 授業コンサルテーションの実践と評価
第6章 ティーチング・ポートフォリオ・ワーク
ショップの実践と評価
終 章 意義・課題・展望

補 章 ポスト・コロナ時代の大学教員とFD

佐藤浩章著『大学教員の能力開発研究
－ファカルティ・ディベロップメントの構造と評価
－』 玉川大学出版部（2023年1月刊行）



それではご覧ください



本書概要
コロナ禍は図らずも史上最⼤規模
のFD（Faculty Development）
を国内各地や全世界にもたらした
と同時にポスト・コロナ時代の⼤
学教員とFDの変容を加速させた。
国内外の⼤学教員の能⼒開発の構
造と評価をその発展と実態により
明らかにし、研究と実践の双⽅か
らこれからの時代と社会に相応し
いFD概念を提⾔する。

（佐藤浩章『⼤学教員の能⼒開発
研究 ファカルティ・ディベロッ
プメントの構造と評価』⽟川⼤学
出版部 2023/01/15出版）
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求められる⼤学教員の分業・協業

タイプ１

スーパー講師

タイプ２

協同学習ファシリテー
ター

タイプ３

社学連携コーディネー
ター

タイプ４

学習コーチ

学びの個別化

学びの協同化

⾃分の向き・不向きにあわせて役割を選択
すると同時に、学内・国内外の教員等と様
々なネットワークを構築する必要がある
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